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別紙１－３ 

調 査 業 務 委 託 仕 様 書 

 

１ 調査範囲   アスベスト分析調査:解体工事対象箇所にて、調査が必要と判断された部分 

を対象とする。（１０検体程度） 

 

２ 調査作業   【アスベスト分析調査】  

（１） 作業計画書の作成 

            作業計画書には、次の内容を記載する。 

ア 調査件名 

イ 調査目的 

ウ 建物概要（建物名称及び所在地） 

エ 調査概要 

オ 調査機関、調査責任者・担当者、調査に必要な資格及びその他 

社内外資格、使用機材、調査方法 

カ 調査実施予定日、時間、天候条件 

  

（２） 材料の試料採取 

                 調査が必要と判断された部分について、試料採取を実施すること。

試料については、分析に必要な量を採取すること。なお試料採取跡に

ついては、補修を行い現状復帰すること。配管、配管等保温材、フラ

ンジ等パッキンや区画貫通処理材の補修については、テープ等を用い

た現状復帰とする。 

試料採取するときは、建材粉じんの使用者・利用者への飛散を防止

し、採取後はアスベストに対応できる真空掃除機で清掃すること。 

 

（３） アスベスト成分分析測定及びアスベスト含有率分析測定 

採取した試料については、JIS A 1481｢建材製品中のアスベスト含

有率測定方法｣により定性分析測定及び定量分析測定を行うこと。定

性分析については、0.1％の基準にかかわらず、アスベスト含有の有

無を確定すること。 

          

（４） 調査結果報告書の作成 

調査結果報告書には以下の内容を記載する。  

ア 調査件名 

イ 調査目的 

ウ 建物概要 

エ 調査概要 

オ 調査機関及び調査責任者 

カ 調査の実施日、時間、天候条件 
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キ 調査範囲 

ク 調査方法 

ケ 調査結果、危険個所の図示等 

コ 不良個所数量集計表 

サ 調査写真 

シ 改良計画の提案 

ス 概算工事費 

 

３ 提出書類   （１） 作業計画書 ２部 

         （２） 調査結果報告書 ２部 

         （３） その他必要と認められるもの １式 

 


